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２．ポイント

Ⅰ．安全・安心を支える国土基盤づくり

まんなかプロジェクト17１．豪雨災害対策の総合的な推進・渇水への対応

近年、大きな水害が発生した河川における再度災害防止対策を進める他、緊急性

の高い都市部の内水氾濫対策を進めます。また、渇水により日常生活や産業活動に

深刻な影響が想定される地域において都市用水の安定的な供給と河川環境の保全を

図るために、水備蓄施設の整備を推進します。

堤防決壊状況 (7 / 1 9 )

緊急復旧状況

増加傾向にある集中豪雨 平成18年7月豪雨による天竜川の決壊状況

頻発する渇水 一人当たりの貯水量の比較

（１）豪雨災害対策の総合的な推進

◆宮川床上浸水対策特別緊急事業【国】
みやがわ

◆狩野川床上浸水対策特別緊急事業【国】
か の が わ

◆戸沢川床上浸水対策特別緊急事業【静岡県】
とさわがわ

◆徳山ダム建設事業＜平成１９年度完了予定＞【水機構】
とくやま

◆浸水被害緊急改善下水道事業【名古屋市】

◆落石崩壊危険箇所対策【国、県】
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減少傾向

昭和40年代から多雨と小雨の差が大きくなってきている。
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宮川右岸・浸水状況（H16.9台風21号） 狩野川神島地区の浸水状況（Ｈ16.10台風22号)

徳山ダム施工状況(H18.7ﾀﾞﾑｻｲﾄ下流部） 下水道による浸水対策の事例

（２）渇水への対応

◆設楽ダム建設事業【国】
し た ら

◆新丸山ダム建設事業【国】
しんまるやま

◆木曽川水系連絡導水路事業（実施計画調査 【国】）

徳山ダム完成図 新丸山ダム完成図

木曽川水系連絡導水路

設楽ダム建設予定地
凡例

直轄ダム（管理中）

直轄ダム（建設・実調中）
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まんなかプロジェクト16､17２．東海、東南海・南海地震等対策強化プロジェクト

発生が懸念されている 東海、東南海・南海地震への対応やゼロメートル地帯に

おける高潮対策への取り組みを推進します。

発生が懸念される東海、東南海・南海地震による震度分布 日本最大のゼロメートル地帯（約400km2）

（１）地震時の緊急活動の支援を支える道路の耐震補強や耐震強化岸壁などの推進

◆道路震災対策事業

<静岡県･愛知県･岐阜県･長野県･三重県･名古屋市･静岡市>【国・県・市】

◆衣浦港 中央ふ頭西地区 岸壁(-10m)（耐震改良 【愛知県】）
きぬうら

◆住宅・建築物耐震改修等事業【名古屋市・静岡市】

道路震災対策イメージ

「緊急輸送道路の橋梁耐震補強３箇年プログラム」(平成17～19年度)の進捗状況

平成１９年度末 管内約１，０００橋の耐震化が概ね完了（９８％）

・直轄国道 約７００橋

（主要な防災拠点等を結ぶ優先確保ルート上の橋梁）・県管理道路 約３００橋

住宅耐震化のイメージ衣浦港 中央ふ頭西地区 岸壁(-10m)(耐震改良)

橋 脚 補 強

落 橋 防 止 装 置

緊急物資輸送用岸壁への改良

橋 脚 補 強



 

ＤＳＲＣアンテナ 

駐車スペースで･･･ 

道の駅入り口で･･･ 

道の駅 

道路交通情報 
気象情報 
施設情報 
観光情報 
インターネット 等 

ただいま緊急情報

はありません 
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（２）津波高潮対策の推進

◆津松阪港海岸高潮対策事業【国】
つまつさか

◆勝間田川地震・高潮対策事業【静岡県】
か つ ま た が わ

津松阪港海岸における液状化対策 勝間田川河口部で津波の遡上を防ぐ水門設置

（３）東海ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ高潮地域協議会（仮称）における危機管理行動計画の策定

伊勢湾奥のゼロメートル地帯において、国、地方自治体、ライフライン施設関

係者等からなる東海ネーデルランド高潮地域協議会（仮称）を設立し、大規模地

震と計画を超える高潮が同時に発生する等、大規模浸水が生じた場合の被害最小

化を図る危機管理行動計画を策定します。

※平成１８年５月２１日に関係機関と連携して、 が同時に発大雨＋地震＋高潮

生したことを想定した を実施しましたが、引き続き複合型災害防災実動訓練

複合災害を想定した訓練を予定しています。

複合型災害防災実動訓練状況写真

まんなかプロジェクト18３．防災情報提供等

災害による被害軽減のため、ハード整備と一体となってソフト対策を実施し、被

害の最小化を図ります。

◆ホームページによる防災に関わる情報提供の推進

◆ＤＳＲＣ（路車間通信方法）を活用した次世代型情報提供装置の実証実験

◆ＧＰＳ波浪計による波浪(津波)観測

◆ハザードマップの作成支援

ＤＳＲＣを活用した情報提供サービスのイメージ ＧＰＳ波浪計による観測体制のイメージ

ナウファス海象計
水深約５０ｍ

約５ｋｍ

約２０ｋｍ

GPS波浪計
水深約１００ｍ

波浪（津波）
陸上基地局

GPS衛星

GPS波浪計

ナウファス海象計
水深約５０ｍ

約５ｋｍ

約２０ｋｍ

GPS波浪計
水深約１００ｍ

波浪（津波）
陸上基地局

GPS衛星

GPS波浪計
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Ⅱ 「中部のげんき」を支える国土基盤づくり．

１１．国際海上コンテナ輸送等の効率化（拠点港湾の機能強化） まんなかプロジェクト

（１）伊勢湾スーパー中枢港湾プロジェクトの取り組み
い せ わ ん

伊勢湾における基幹航路ネットワークを維持し、中部地方におけるものづくり

産業の国際競争力向上を図るため、官民一体となった総合的な取り組みにより

「伊勢湾スーパー中枢港湾プロジェクト」を強力に推進します。

①日本の「まんなか」に位置する中部地方の現状

地域別一人あたり製造品出荷額 日本の国際物流を支える中部地方の港湾

② 中枢港湾 の運営目標 ③遅れている中部の 整備スーパー プロジェクト コンテナバース

三大都市圏におけるコンテナバースの整備状況の比較

④事業の概要

名古屋港飛 島ふ頭南地区国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ ◆四日市港霞 ヶ 浦 北地区国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ◆
とびしま よっかいちこうかすみがうらきた

- 1 6 m × 4 0 0 m × 2 バ － ス 、 - 1 2 m × 2 5 0 m × 1 バ ー ス - 1 5 m × 3 0 0 m × 2 バ ー ス 、 - 1 4 m × 3 3 0 m × 1 バ ー ス○ ○規模： 規模：
- 1 2 m × 2 5 0 m × 1 バ ー ス○コンテナ貨物取扱量の目標（2010年）250万TEU

コンテナ貨物取扱量の目標（2010年）80万TEU○H19事業内容：第２ﾊﾞｰｽ(‐16m)の整備 ○
○H19事業内容：霞４号幹線の整備

スーパー中枢港湾プロジェクトとは？※

アジア主要港を凌ぐｺｽﾄ・ｻｰﾋﾞｽ水準の実現を図るため、港湾ｺｽﾄの約3割低減及びﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ(船舶の入港から貨

、 、物の引き取りが可能となるまでの時間)の1日程度への短縮(現状3～4日)を目標とし 平成16年7月に京 浜 港
けいひんこう

伊勢湾(名古屋港・四日市港)及び阪 神 港の３港を指定。
はんしんこう

（２）地域の産業活動を支える多目的国際ターミナルの整備推進

田子の浦港中央地区多目的国際ターミナル(-12m)◆
た ご の うら

三河港神野地区多目的国際ターミナル(-12m)◆
みかわこう じ ん の

衣浦港武豊北ふ頭地区多目的国際ターミナル(-12m)◆
きぬうらこうたけとよ
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第6位　 大 阪 港

第7位　 清 水 港

第8位　 千 葉 港

第9位　 川 崎 港

第10位　四日市港

第11位　 博 多 港

第12位　 水 島 港

第13位　 大 分 港

第14位　三田尻中関港

第15位　 広 島 港

第14位
三 田 尻

中 関 港

全国の港湾総輸出額
に占める割合

29.3%

資料：平成17年名古屋税関貿易統計より作成。

第１バース

H18.1供用開始

臨港道路（霞４号幹線）

整備中

田 子 の 浦 港
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まんなかプロジェクト1､2､5､7２．国際水準の物流ネットワークの構築

国際物流基幹ネットワークの構築に向け、東海環状自動車道、名古屋環状Ⅱ号線

及び一般国道２３号名豊道路等の整備を推進します。

国際物流基幹ネットワークの構築とは※

国際競争力強化のため、国際標準コン

テナ車の通行を可能とすべき道路網を

選定し、通行支障区間の早期解消を図

る。

国際物流基幹ネットワーク構築イメージ

◆東 海 環 状自動車道：
とうかいかんじょう

美濃関JCT～四日市北JCT（仮称）間において、引き続き事業等を推進します。
み の せ き よっかいちきた

◆名古屋環状Ⅱ号線：
なご や か ん じ ょ う

東部・東南部（高針JCT～名古屋 南 JCT）の整備を推進します。
たかばり な ご や みなみ

◆名古屋港、四日市港、三河港、衣浦港及び津松阪港等を発着地とする物流の効率
な ご や よっかいち み か わ きぬうら つまつさか

、 。化支援等のため の整備を推進します一般国道２３号名豊道路及び中 勢道路等
めいほう ちゅうせい

◆平成１９年度に開通予定の国際物流基幹ネットワーク

・一般国道365号員弁バイパス ・一般国道473号金谷相良道路
い な べ か な や さ が ら

滋賀県湖東及び湖北地区の物流拠点と、スー 当該事業区間の国際標準コンテナ車通行支
パー中枢港湾である四日市港を結ぶ国際標準コ 障区間の解消が図られるとともに、平成２１
ンテナ車通行支障区間が解消されることによ 年に開港予定の富士山静岡空港と東名高速道
り、従来ルートより約４０分の短縮ができ、合 路とのアクセスが図られ、国際競争力の高い
理的な物流ルートが形成されます。 産業基盤づくりに貢献します。

滋賀県

従来ルート

合理的なルート

約８１km
１３０分

約７１km
９０分

L=12.0km
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国道４７３号（現道）
国際標準コンテナ車
通行支障区間

凡 例

整備区間(供用中)

整備区間事業中

調査区間
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平成18年度
供用予定
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国道４７３号（現道）
国際標準コンテナ車
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凡 例

整備区間(供用中)

整備区間事業中

調査区間

その他区間

凡 例

整備区間(供用中)

整備区間事業中

調査区間

その他区間
平成18年度
供用予定
L=3.2km （2/4）

L=
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30
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第二
東名

東名

相良牧之原ＩＣ

東名

港湾エリア

重点的に解消

重さ・高さ制限等
により通行不可

効率・安全・環境の面
で合理的なルート

大規模物流
拠点エリア

大規模物流
拠点エリア

港湾エリア

重点的に解消

重さ・高さ制限等
により通行不可

効率・安全・環境の面
で合理的なルート

大規模物流
拠点エリア

大規模物流
拠点エリア
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Ⅲ．良好な環境・魅力あるくらしを支える地域づくり

まんなかプロジェクト4,5,6１．名古屋及び各拠点都市の魅力向上

（１）名古屋都心部の活力・魅力の向上を図り、名古屋に「にぎわい」を創出

名古屋駅や栄など都市再生緊急整備地域において、広域的・国際的な商業・業

務機能の集積を図るとともに、文化・交流機能等の導入により潤いと賑わいのあ

るアメニティーの高い空間の形成を図ります。

名駅四丁目27番地区優良建築物等整備事業◆
めいえき

◆ささしまライブ24土地区画整理事業

都市再生緊急整備地域

（２）拠点市街地の整備

中部地域各地の拠点都市の都市再生を推進するため、交通結節点などを中心とし

た拠点市街地の整備を進めるとともに、街なか居住の推進や商業、業務、文化等

の都市機能の集積を推進します。

◆岐阜駅周辺地区 ◆静岡駅前紺屋町地区
こうやまち

市街地再開発事業

都市再生緊急整備地域
土地区画整理事業

市街地再開発事業

優良建築物等整備事業

歩行者デッキ

ＪＲ岐阜駅

（岐阜駅北：約２１（岐阜駅北：約２１haha））

凡

例

問屋町西部南街区第一種市街地再開発事業イメージ

岐阜駅西地区第一種市街地再開発事業

イメージ (平成19年度完成予定)

加納清水町３丁目南地区優良建築物等整備事業

(平成１３年度完成)

吉野町６丁目東地区優良建築物等整備事業

(平成15年度完成)
吉野町５丁目東地区第一種市街地再開発事業

(平成17年度完成)

岐阜駅北口地区土地区画整理事業イメージ

ささしまライブ２４土地区画整理事業

 

 

名駅四丁目２７番地区優良建築物等

整備事業イメージ(平成19年度完成予定)

名駅四丁目７番地区

優良建築物等整備事業

(平成18年度完成）

まちづくり交付金イメージ

（広小路ルネッサンス）

納屋橋西地区第一種市街地再開発事業

イメージ(平成18年度完成)

牛島南地区第一種市街地再開発事業

イメージ(平成18年度完成)
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（３）拠点市街地の再生（都市圏交通の円滑化）

岐阜、静岡、四日市、浜松、豊橋など各拠点都市の交
ぎ ふ しずおか よ っ か い ち はままつ とよはし

通渋滞の緩和や沿道環境の改善、及び交通安全の確保の

ため、幹線道路の整備や交差点改良を推進することによ

一般り､拠点市街地の再生を図ります。平成19年度は、

国道1号浜松バイパス（新天拡幅）の8車線化、一般国道
はままつ しんてん

1 9号の一部 4車線拡幅（恵 中拡幅 、一般国道 41号）
けいちゅう

美濃加茂バイパスの全線暫定供用、一般国道41号高山
み の か も たかやま

国府バイパスの一部暫定供用、一般国道153号足助バイ
こ く ふ あ す け

パスの一部暫定供用、一般国道153号伊南バイパスの一
い な ん

部暫定供用、一般国道156号岐阜東バイパスの一部4･6車
ぎふひがし

線化、 一般国道246号裾野バイパス沼津IC 南 交差点及び
す そ の ぬ ま づ みなみ

を行います。の立体化

（４）連続立体交差事業の実施により、分断された市街地の一体化・活性化、交通

の円滑化を実現

◆名鉄名古屋本線（天白川～左京山）連続立体交差
め い て つ な ご や ほ ん せ ん てんぱくがわ さきょうやま

事業（鳴海駅付近）
な る み

◎中部国際空港に連絡する名鉄常滑線の高架化
とこなめ

◆名鉄常滑線等連続立体交差事業（太田川駅付近）
めいてつとこなめせんとう おおたがわ

星崎鳴海線◆
ほ し ざ き な る み

（５）沿道環境の保全・創造

多くの地区で交通騒音が夜間要請限度を超過しており、また、自動車ＮＯｘ・

ＰＭ法の対策地域でもある名古屋都市圏の沿道環境を改善するため、騒音低減効
な ご や

一般国道１号岡崎地区、一般果のある低騒音舗装の敷設や環境施設帯の整備等を
おかざき

等で進めます。国道２３号名古屋南部地区
な ご や な ん ぶ

整備前 整備後

一般国道２３号名古屋市港 区品 川 町地区
みなとくしながわちょう

まんなかプロジェクト11２．エコ・中部プロジェクト

（１）地球温暖化対策

地球温暖化対策推進大綱に基づ

き、太陽光発電、複層ガラス、送風

量可変制御、屋上緑化などの環境負

荷低減技術を活用した環境配慮型官

庁施設（グリーン庁舎）の整備を推

進します。また、既存官庁施設につ

いても環境に配慮した改修（グリー

ン改修）を推進します。

浜松地方合同庁舎◆
はままつ

◆名古屋港湾合同庁舎（別館）
な ご や こ う わ ん

グリーン庁舎整備イメージ図

グリーン庁舎イメージ図

自然エネルギーの利用

25%点灯 50%点灯 70%点灯

750lx

照明制御

昼光

・雨水利用

・排水再利用
など

水資源の有効活用

・昼間の明るさを利用して、照明エ
ネルギーの削減を図る。

・高性能ガラス

・複層ガラス

・外断熱

高断熱化

・変風量制御
・変流量制御 など

搬送動力の削減

・高効率照明器具

・高効率変圧器など
・高効率熱源・落葉樹による日射のカット

・自然換気
・庇による日射のカット
・透水性舗装

750lx 750lx750lx

自然の活用等 主要機器の高効率化

など

・太陽光発電設備の採用

変圧器の損失比較

100

74
61

0

20

40

60

80

100

120

従来型（JIS）高効率型（JEM)超高効率型

損
失
(発
生
熱
量
)（
％
）

など

洗面・手洗

厨房

湯沸室

便所

浴槽

グリーン庁舎イメージ図

自然エネルギーの利用

25%点灯 50%点灯 70%点灯

750lx

照明制御

昼光

・雨水利用

・排水再利用
など

水資源の有効活用

・昼間の明るさを利用して、照明エ
ネルギーの削減を図る。

・高性能ガラス

・複層ガラス

・外断熱

高断熱化

・変風量制御
・変流量制御 など

搬送動力の削減

・高効率照明器具

・高効率変圧器など
・高効率熱源・落葉樹による日射のカット

・自然換気
・庇による日射のカット
・透水性舗装

750lx 750lx750lx

自然の活用等 主要機器の高効率化

など

・太陽光発電設備の採用

変圧器の損失比較

100

74
61

0

20

40

60

80

100

120

従来型（JIS）高効率型（JEM)超高効率型

損
失
(発
生
熱
量
)（
％
）

など

洗面・手洗

厨房

湯沸室

便所

浴槽

至　名古屋

至　東京

新天
竜川
橋

8車線化が進む浜松バイパス
　　　　　　　(新天拡幅)

名鉄名古屋本線(天白川～左京山)
連続立体交差事業
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まんなかプロジェクト10３．伊勢湾再生等プロジェクト

（１）伊勢湾再生プロジェクトの推進
い せ わ ん さ い せ い

閉鎖性水域である伊勢湾において、森・川・都市・海が一体となった取り組み

で「健全な水・物質循環の構築 「多様な生態系の回復 「生活空間での憩い・」 」

安らぎ空間の拡充」を目指します。

◆三河湾における浚渫砂を活用した
み か わ わ ん

覆砂（ 事業）の推進【国･県】シーブルー

◆日光川下流流域下水道【愛知県】
にっこうがわ

（２）天竜川ダム再編事業
てんりゅうがわ

既設利水専用ダム（佐久間ダム）を活用（既存ス
さ く ま

トックの活用）し、貯水池内掘削により治水容量を

新たに確保し、天竜川下流の洪水防御を図るととも

に、貯水池内に堆積する土砂を下流に流下させて、

土砂移動の連続性を確保し、侵食海岸等の保全を図

ります。

まんなかプロジェクト8､12､14４．歴史・文化・自然を活かした観光・交流の拡大

（１）訪れたくなる魅力ある地域づくり

中部地域の豊かな自然環境を活かした公園・緑地等の交流拠点の整備を推進する

とともに、地域に存する城跡や歴史的建造物などの歴史的、文化的資源を活用し、

各種の観光施策とも連携を図りながら、歴史的街並みの保存・再生を推進する。

◆国営木曽三川公園 ◆国営木曽三川公園
きそさんせん

（ ） （ ）花卉園芸植物園 仮称 多目的 仮称カルチャービレッジ ドーム
か き

(ｲﾒｰｼﾞ) (ｲﾒｰｼﾞ)

◆愛 ･地 球 博記念公園 ◆飛騨市古 川地区 ◆名古屋港中川運河地区 緑地
あい ちきゅうはく ひ だ し ふるかわ なかがわうんが

（ ） （ ） （ ）もりのゾーン 整備された町家形式 緑地と一体となった運河の利用
まちや

海岸線後退の抑制

遠州灘

天
竜
川

　あきは

秋葉ダム

　ふなぎら

船明ダム

土砂移動の連続性の確保

堆砂の進行

洪水調節容量
の確保

堆砂掘削

土砂バイパスに
よる恒久堆砂対策

土砂

土砂
現　状

再編後

治水機能の確保

佐久間ダム

恒久的な堆砂対策

海岸線後退の抑制

遠州灘

天
竜
川

　あきは

秋葉ダム

　ふなぎら

船明ダム

土砂移動の連続性の確保

堆砂の進行

洪水調節容量
の確保

堆砂掘削

土砂バイパスに
よる恒久堆砂対策

土砂

土砂
現　状

再編後

治水機能の確保

佐久間ダム

恒久的な堆砂対策

0

500

1 ,000

1 ,500

2 ,000

2 ,500

3 ,000

3 ,500

1 9 4 5 1 9 7 8 1 9 9 0

面
積
(h
a)

伊勢湾

三河湾

伊勢湾：約5割減
三河湾：約４割減

伊勢湾における干潟分布の変化

・赤潮、青潮の発生
・湾奥部を中心に
底質汚濁が進行

・湾内の干潟は戦後
４割喪失
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（２）誰もがいきいきとして暮らせる豊かな生活環境の実現

全ての住民が誇りと生き甲斐を持って生活できる地域づくりとそれを支える豊

かな生活環境の実現を目指し、地方都市中心市街地等における創意工夫を活かし

た街づくりや少子・高齢社会を支える住宅・都市基盤の整備等を推進します。

◆浜松市 地区 を視野に入れた◆ユニバーサルデザインに対応した シビックコア ユニバーサルデザイン

官公庁街区完成予想図 高度な 化庁舎 ｲﾒｰｼﾞ静岡駅地区交通結節点改善事業整備イメージ 「 」バリアフリー

（３）交流・連携の拡大

①生活圏域等の連携及び観光交流の強化を図る幹線道路等の整備により、地域間

の交流・連携の拡大を図ります。

◆中 部縦 貫自動車道（高山清見道路）
ちゅうぶじゅうかん たかやまきよみ

交通渋滞の緩和及び地域経済

発展の支援のため、観光資源

に恵まれた高山市やその周辺

市町村と東海北陸自動車道と

を直結する中部縦貫自動車道

の整備を推進します。

伸び悩む管内の観光客入込数 平成19年度供用予定：高山西IC～高山IC(仮称)

一般国道42号熊野尾鷲道路 ◆三遠南信自動車道（飯喬道路）◆
く ま の お わ せ さんえんなんしん いいだか

尾鷲市と熊野市を 中央自動車道と第

結び、地場産業や 二東名高速道路を

熊野古道との自然 連絡し、三河・遠

・歴史・文化を活 州・南信州地域相

かした東紀州の地 互間の連携を強化

域づくりを支援す するため、三遠南

る熊野尾鷲道路の 信自動車道の整備

整備を推進します。 を推進します。

平成19年度供用予定：飯田南JCT(仮称)～天竜峡IC(仮称)平成19年度供用予定：尾鷲南IC(仮称)～三木里IC(仮称)

（ （ ））◆伊豆縦貫自動車道 東駿河湾環状道路・天城北道路・河津下田道路 Ⅰ期
いずじゅうかん ひがしするがわん あまぎきた か わ づ し も だ

平成19年度供用予定：東駿河湾環状道路(岡 宮IC(仮称)～塚原IC(仮称))、
おかのみや つかはら

天城北道路(修善寺IC～大 平IC(仮称))
しゅぜんじ おおだいら

②「開かれた中部」として、日本のまんなかに位置する優位性を活かし、交通拠

点の整備により関東圏、関西圏、及び環日本海地域との交流を拡大します。
か ん に ほ ん か い

◆静岡東西道路（一般国道１号静清バイパス）<静岡市>【国】
しずおかとうざい せいしん

◆静岡南北道路（主要地方道山脇大谷線）<静岡市>【市】
しずおかなんぼく やまわき お お や

（ （ ） （ ）） 【 】◆近畿自動車動紀勢線 尾鷲北IC 仮称 ～紀伊長島IC 仮称 <三重県> 国
き ん き き せ い お わせきた き い な が し ま

 窓口事務室にも

自動扉

緩やかな階段

憩いの空間

点字ブロック

低層庁舎にも

エレベーター

多機能トイレ

幅の広い廊下

スロープ

車いす用駐車場

玄関自動扉

県別観光客入込数の推移
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ＩＣ（ ）至　高山   仮称 

至　名古屋
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中央自動車道

国道153号

飯田南IC(仮称)

飯田南JCT(仮称)

ＩＣ（ ）至　天竜峡   仮称 



平成１９年度　完成予定事業箇所数 単位　：　箇所

県　名

施工機関 国 その他 国 その他 国 その他 国 その他 国 その他 国 その他 計

公園・市街地再
開発等 0 6 - 12 1 19 0 5 - 1 42 43

河川関係（ダム・
砂防含む） 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 3 3

道路関係（橋梁
耐震補強除く） 6 3 7 3 2 2 3 3 2 20 11 31

6 11 7 15 3 21 3 9 2 21 56

77

：事業エリア外

合　  計

合　　計
17 22 24 12 2

岐阜県 静岡県 愛知県 三重県 長野県

Ｉ
-
1
5


